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対面式質疑応答の結果

No. 質問 回答

1

　地域コミュニティ連携・支援業務について、自主提案するものについては、どのよ
うな内容でもよいのか。

　「地域活動を支援する取組」について、本事業終了後にも維持管理費等が余計にかかるなど、市
に負担が生じるものやコミュニティ連携支援に係る建物等のハコモノを整備することは、求めていま
せん。
　また、本事業における提案とは別に、企業の奉仕活動の一環として、例えば協賛金や寄付の提供
を拒むものではありませんが、本事業における提案とする場合は、業務の趣旨に鑑み、主たる目的
が地域への直接的な金銭や物品の提供である提案は求めていません。

2

　地域コミュニティ連携・支援業務について、市はどのような提案を期待しているの
か。

　地域コミュニティ連携・支援業務については、地域での活動・取組が自主的かつ円滑に進むことが
できるような仕組みづくりへの支援等を行うことにより、事業期間の約7年が経過した後においても、
活動・取組が持続できるような提案を期待しています。
　自主提案される場合は、まちづくり構想（地域案）や市のまちづくり構想の内容を踏まえた「地域活
動を支援する取組み」について、民間事業者の創意工夫により提案してください。

※対面式質疑応答でなされた質疑応答内容のうち、

 対面式質疑応答参加者の特殊な技術、ノウハウ等に係るもの、権利、競争上の地位その他正当な利益を害するおそれのあるもののほか、質疑回答により

 既に同様の回答をしているもの等を除き、質疑内容について公表する。


